
　埼玉大学は、2024年1月より国立研究開発法人科学技術振

興機構（JST）スタートアップ・エコシステム共創プログラムのも

とで甲信・北関東地域の大学等と連携し、社会を変える大学発の

スタートアップを創出する地域プラットフォーム「Inland Japan 

Innovation Ecosystem（IJIE）」に参画し、地域の大学発スター

トアップの創出と共に地域スタートアップ・エコシステムの共創

を目指して活動しています。

　本シンポジウムでは、大学発のスタートアップ創出により地域

経済の活性化や雇用創出などの好循環に繋げる埼玉地域のス

タートアップ・エコシステム（SAITAMAスタートアップ・エコシス

テム）の構築に向け、大学発スタートアップが地域の発展にいか

に寄与できるか、先行事例から学びます。

問合せ 埼玉大学 研究機構 オープンイノベーションセンター
スタートアップ支援部門
su@gr.saitama-u.ac.jpEmail 048-858-3761TEL

SAITAMAスタートアップ・エコシステムシンポジウム

第1回

大学発
スタートアップは
地域を
どう変えるか

場　所
CORSOホール（浦和駅前）
（https://urawa-corso.com/guide/hall.jsp）

対　象
大学関係者、自治体、金融機関、
事業化推進機関（VC）、民間企業など形　式

会場参加のみ 100 名程度（オンライン配信無し）

参加費
無料 要事前申込（情報交換会は￥3,000）

参加登録期限
2025年 2月 17日 ( 月 )

共　催
埼玉大学、IJIE

後　援
埼玉県、さいたま市、埼玉りそな銀行

参加申込
https://forms.office.com/r/greqQfRg6A

◀申込QRコード
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プログラム
総合司会：瀬川友紀子

13:00-13:15 開会挨拶
主催者挨拶
　坂井貴文（埼玉大学 学長）
来賓挨拶
　文部科学省科学技術・学術政策局産業連携・地域振興課
来賓挨拶
　国立研究開発法人科学技術振興機構スタートアップ・技術移転推進部

13:15-13:45 スタートアップ創出に向けた取組紹介
IJIE の取り組みを通じた大学発スタートアップの創出とエコシステム形成
　角田哲啓（信州大学学術研究・産学官連携推進機構 特任教授）
埼玉大学の取組と SAITAMAスタートアップ・エコシステム構想
　松岡浩司（埼玉大学大学院理工学研究科 教授）
イノベーション創出拠点「渋沢ＭＩＸ」について
　埼玉県産業労働部産業支援課

14:30-15:10 スタートアップシーズ紹介
　埼玉大学の研究者を中心に10名程度

15:10-15:25 休憩

15:25-16:35 パネルディスカッション
「大学発スタートアップは地域をどう変えるか」
モデレーター：
　松岡浩司（埼玉大学大学院理工学研究科 教授）
パネリスト：
　蔭山健介（埼玉大学大学院理工学研究科 教授）
　宮内陽介（株式会社リバネス地域開発事業部 副部長）
　渋澤　勉（株式会社埼玉りそな銀行法人部ビジネスプラザさいたま 所長）
　大澤住夫（株式会社信州ＴＬＯ 代表取締役社長）
　那須慎一（株式会社産業経済新聞社さいたま総局長）
　菅沼大樹（株式会社ウェブリク 代表）

16:35-16:40 閉会挨拶
　石井昭彦（埼玉大学 理事（研究・産学官連携担当）・副学長）

13:45-14:30 基調講演
『地域に産業が生まれ、育つためのエコシステムをつくる』
宮内陽介（株式会社リバネス地域開発事業部 副部長 /農林水産研究センター センター長）

宮内陽介
株式会社リバネス地域開発事業部副部長／農林水産研究センターセンター長
千葉大学大学院園芸学研究科修了、博士（農学）。大学の修士、博士課程では、「中国乾燥地におけるダイ
ズの多収栽培技術開発」という研究課題で新疆ウイグル自治区にてダイズの栽培研究を行った。2012 年
リバネス入社、リバネスの地域開発事業部では地域の大学発ベンチャー（スタートアップ）の発掘・育成
に取り組む。自身の研究経験を活かし、2019 年より農業や畜産業に限定されない分野横断的な研究を積
極的に推進していくため農林水産研究センターを立ち上げ、研究・技術開発を推進する。また同年、リバ
ネス子会社の株式会社アグリノーム研究所の代表取締役に就任、自らアグリテックベンチャーとしてアグ
リ分野の実証や製品の代理販売も手掛ける。


